
　KML または KMZ ファイルを使うと、自分の地理デー
タを Google マップや Google Earth との間でやりとりする
ことができます。TNT 製品では KML ファイルの作成およ
び使用のための多くの方法を提供しています。個々のオブ
ジェクトを KML ファイルにエクスポートしたり、1 つの
レイヤやレイヤ全体を KML または KML ファイルの圧縮
バージョンである KMZ にレンダリングすることができま
す。KML や KMZ ファイルを逆にプロジェクトファイルに
インポートすることもできます。ローカルまたはネット上
の KML や KMZ ファイルはまた、TNT の様々な処理で直
接的に表示したり使用することができます。KML や KMZ
ファイルが今回、直接使用できるファイルに仲間入りしま
した。( 参照：テクニカルガイド ｢システム：地理データファ
イルの直接使用 (System: Direct Use of Geodata Files)｣ )

　KML や KMZ ファイルを表示レイヤとして直接使用する
ことによって、次のように便利になります。

• 他の人から貰った KML/KMZ ファイルを自分のデータ
と組み合わせて見る。

• Google マップで公開用マップとして作成、保存した
My Map 一覧から KML/KMZ ファイルを表示する。

• Google Earth や SketchUp を 使 っ て 作 成 し た KML/
KMZ ファイルの表示。

• 任意ソースの KML/KMZ ファイルを WMS や ArcIMS
レイヤと組み合わせて表示する。

KML/KMZ ファイルの直接使用
• インターネットから直接アクセスできるタイルセット

と組み合わせる。

• TNT ユーザに KML/KMZ ファイルを渡し、ローカルま
たはインターネット上にある地理データと組み合わせ
て使う、等。

　TNTmips で使う KML/KMZ ファイルは、ネットワーク
ドライブを含めてローカルドライブやインターネット上に
あって構いません。ローカルの KML/KMZ ファイルはプロ
ジェクトファイル内のオブジェクトや直接使用可能なファ
イル、TSD ファイルを持ったローカルのタイルセットと同
じに選択できます。選択には、[ オブジェクトの追加 (Add 
Objects)] アイコンなどを使用します。インターネット上に
ある KML/KMZ ファイルは、表示やジオリファレン
ス、編集処理などの、Web レイヤをサポートする処
理の中の [Web レイヤの追加 (Add Web Layer)] アイコンを
使って追加できます。

ラ ン ド サ ッ ト 742 バ ン ド を
使った 10m 解像度のフォー
ルスカラーインターネット
タイルセット (microimages.
com にて公開中 )

デンマークの 128-km の自転車レース
のルートを表わす KML Web レイヤ

ルート線とその端点を示す
ピン記号を含む KML レイヤ

上図では、インターネット上の KML レ
イ ヤ が microimages.com 上 の Web タ
イルセットレイヤ (1m 解像度 ) とロー
カルレイヤ (500 m 解像度 ) の上に重ね
て表示されています。重複している領域
を拡大すると、Web タイルセットレイ
ヤの解像度が高いことがよく分かりま
す ( 左図 )。
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